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デルフィニウムの早期抽台に及ぼす夜温と日長の影響
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1  は  し  め  に

デルフィニウムの10～ 11月 出荷 (6月 上～中旬播種)で

は,育苗中の高温 。長日条件により発生する早期抽台
1)が

大きな生産上の問題となっている。また,花きの高温障害

には高夜温の影響が大きいとされており,デルフィニウム

の早期抽台にも高夜温が大きく関与しているものと思われ

る。

本報では,10～ 11月 出荷における育苗期間中 (6月 上旬

～8月 中旬)の日長及び夜温と早期抽台の発生について検

討した。

2試 験 方 法

〔試験 1〕 短日・低夜温処理の開始時期と早期抽台の発生

(1992年 )

●)供試品種 `ブルースプリングス '

12)播種期と短日・償夜温の処理時期

播種期及び育苗期間中の短日・低夜温処理の開始時期を

表 1に示した。

表 1 播種期と短日。低夜温処理の開始時期

13)短日・低夜温処理

短日・ 低夜温の開始時期から定植まで,午後 5時から翌

朝 8時の間,15℃の低温庫 (暗黒条件)に搬入した (9時

間日長,日中はミストベンチで育苗)。

(4)育苗には128穴のセルトレーを用いた。

(51 定値 直接定植
16)栽培環境 無加温ビニールハウス+内装一重ビニー
ルカーテン。

“

)耕種概要
栽植様式 畦幅160ct,条間24cm,株間24ca, 4条植え

施肥量 (kg/a)全員コ巴 N・ P,Os・ K20=10。 10・

10,堆肥200

18)区制 2区制, 1区 24株
〔試験 2〕 日長及び夜温と早期抽台の発生 (1993年 )

0)日長と夜温の処理を表 2に示した。

短日・ 自然夜温区  短日  ○
短日・低夜温区   短日      ○
短日・高夜温区   短日          ○

注 短日区の日長は9時間 (午後5時～午前8時 )

(21 播種期 (定植期)6月 4日 (8月 16日 )

3)日長及び夜温の処理時期 日長及び夜温の処理は本
葉 2枚期 (7月 15日)か ら定植までの期間行った。

供試品種,短日・ 夜温の処理方法,その他の耕種概要は

試験 1に準ずる。

●)区制 2区制, 1区 32株

3 試験結果及び考察

〔試験 1〕

(D 苗の生育

定植時における短日・低夜温処理区の車丈,葉数は無処

理区より劣った (表 3)。 特に,播種直後処理区は苗の生

育量が少なく,定植時にセルトレーからの抜き取りも困難

であった。短日・低夜温処理区は①日照時間が短いこと,

②夜温が低いことから生育が劣ったものと思われる。

抜き取り時の作業性を考慮すると,本葉 2枚期からの処

理が適していた。

(2)早期抽台発生率

早期抽台の発生率は無処理区が152～ 315%と なった

(6月 上～中旬は種)。 一方,短日・低夜温処理区の発生率

は,両播種期とも0～22%と なり,処理により早期抽台

は大幅に減少し,(表 3)ま た,処理の開始時期による発

生率にも違いはみられなかった。

これらのことから,育苗後半 (本葉 2枚期から定植まで

の約 1ケ月間)の短日・低夜温処理により,早期抽台が減

少することが明らかになった。

勝谷ら
2)は
育苗期間を15℃の低温とし,本葉 6～ 7枚に

なるまで栄養生長期間を確保することにより,商品性のあ

る切花が得られるとしている。本試験の結果はこれらの報

告とはぼ一致した。

また,定植時の葉数に関して,本試験ではセルトレーを

用いているため,本葉 4～ 5枚期が育苗の限界であった。
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表 3 短日・低夜温処理の開始時期と早期抽台の発生 (1992年 青森畑園試)
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6月 16日  本葉2枚  36  11 7 860  463  79  1247  0   688  21  296  91
は種直後  36  118 811  433  70  1107  0   646  0   161  65

注 切花調査は11月 30日 まで。

1992年の試験では,本葉 3～ 4枚期に定植しているが,切
花長は80cl以上と切花品質に問題はなかった。

〔試験 2〕

(D 処理区の夜温

無処理区と短日・ 自然夜温区の夜温は,処理期間中 (7
月15日～8月 16日)が冷夏であったため,処理期間のほと

表4 日長・夜温処理区の夜温(1993年 青森畑園試)

5         160    256 1       165     2630
6         160    2555       161     2577
8月 1半旬   170  2712   176  2818
2         159    254 1       165    2639

注 積算温度は日積算温度の半旬別平均
測定時間は午後5時から翌午前8時までの温度

んどが16～ 17℃で (表 4),両処理区の夜温はほぼ一致 し
た。

12)苗の生育

草丈は無処理区が9 4cmと 最も優れ,ついで短日・ 自然
夜温区>短日・ 高夜温区>短日。低夜温区の』慣となった。
葉数は無処理区に比べ,短日区が多かった。
3)早期抽台の発生率
短日処理区の発生率は12～ 16%で無処理区の発生率 (約
27%)よ り少なかった (表 5)。
これらのことから,夜温 (午後 5時～午前 8時)が 15～
20℃であれば,短日条件 (9時間日長)により早期抽台が
減少することが明らかになった。

デルフィエウムの早期抽台には,温度 (夜温)よ りも日
長が強く関与しているものと考えられた。

また,短日・高夜温区でロゼット株率が高く,生育初期
の高夜温によリロゼットカ潮韓 されることが示された (表 5λ

柳
…礁‰花期爾場占讐鵞

「

]扉雲採花 懇 黙 霧墨切花  台株率  採花  欠株  黒約   卜株率

短日・ 自然夜温 45 1115  1091  545  99  1536  159  641  16  293   79
矢0日 ・籠蛋なに若1   47   11 11    1123    61 5     95     1679    133     672     63     209      50
短日・高夜温  49 1110  1133  607  91  1633  118  579  78  203  100
注 切花調査は12月 10日 まで。

4 ま と め

10～ 11月出荷のデルフィニゥムについて,早期抽台の発
生と育苗期間中の夜温及び日長との関係を, `ブルースプ

リングス 'を用いて検討した。

(1)育苗後半 (本葉 2枚期～定植)の短日 (9時間日長)
・低夜温 (15℃ )により早期抽台の発生は著しく減少した。
9)本葉 2枚期から定植までの夜温が15～ 20℃の範囲で
あれば,早期抽台の発生には温度 (夜温)条件よりも日長

(短 日)条件が大きく関与していた。
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